
４月６日に敦賀港、７日に伏木富山港（伏木地区）へ
『シーボーン・クエスト（バハマ船籍、総トン数３２，４７７トン、
全長１９８．１９ｍ、全幅２６ｍ、乗客定員４５８名）』が初寄港

しました。
それぞれの寄港時には、地元住民やご当地キャラクターらが乗客を

出迎え、初寄港を記念した入港歓迎式典が行われました。
この日は約４４０名が乗船され、６日は敦賀市内の観光スポットの

ほか、永平寺や東尋坊など福井県内をめぐるツアーに参加、
７日は瑞龍寺や五箇山相倉集落、金沢市などを見学するツアーで北陸
を堪能されて、次の寄港地である酒田港へ向けて出港しました。

令和7年度4月号「にぎわい通信」297号を発行しましたの
でご案内いたします。今回は、北陸管内にクルーズ船が寄
港した際のにぎわいの様子を紹介いたします。

会員だより

『シーボーン・クエスト』が初寄港しました！！

伏木富山港（伏木地区）歓迎式典

福井県
敦賀市

敦賀港区に入港

みなとつるが山車会館での観光の様子 出港セレモニー



４月２９日、『にっぽん丸』が七尾港に寄港しました。
七尾港へは、令和６年能登半島地震以降２度目の寄港となります。
にっぽん丸が接岸した大田３号岸壁は、震災により岸壁が被災

しましたが、応急復旧工事が完了し、利用可能となっています。
七尾港寄港時は、乗客たちは「みなとオアシス七尾」の構成施設で

ある能登食祭市場を巡るオプショナルツアー等を楽しみました。
七尾港を出発したにっぽん丸は、４月３０日に福井港に寄港しました。

福井港へのクルーズ船の寄港は、２０１９年以来６年ぶりとなります。
乗客は東尋坊や永平寺、恐竜博物館等の寄港地観光を楽しんだほか、

岸壁に設置された特設ブースでも漆器や羽二重餅等の地元産品が販売
され、各地で賑わいが見られました。

『にっぽん丸』が七尾港・福井港に寄港しました！！

七尾港に入港したにっぽん丸

七尾市民による出港お見送り

事務局より
令和7年度がスタートしました。事務局（北陸地方整備局）メンバーは昨年度から異動も

ありましたが、会員の皆様におかれましては、引き続き本ネットワークの活動にご理解とご協力
をいただきますようお願いいたします。

福井県
坂井市

石川県
七尾市

福井港での市民らによるお出迎え

乗客で賑わう岸壁のブース


